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案件 

    市立小学校の水泳授業における民間活力活用に係る 

    今後の方向性について 
                        総合教育部 教育政策課 

                              新しい学校推進室 

                        学校教育部 学校教育室 教育指導課 

１．政策等の背景・目的及び効果 

  市立小学校の水泳授業における民間活力の活用事業については、令和３年（2021 年）

12 月に「市立小学校の水泳授業における民間活力の活用について―基本的な考え方―」

を策定の上、令和 4 年度（2022 年度）を実証期間と位置づけ、効果検証を行いながら、

順次、すべての小学校で活用を図るものとし、令和 4 年度（2022 年度）中に、各小学校

の実施時期や実施手法を示した具体的な推進計画を作成することとしていました。 

  効果については令和４年度（2022 年度）に検証しましたが、この間の物価高騰などに

よる社会状況の変化や、事業実施の中で明らかになってきた課題などもあることから、当

初のスケジュールを延期し、計画の作成期間を令和６年度（2024 年度）まで延長するこ
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ととし、議会からのご意見なども踏まえつつ、現時点で生じている課題等についての対応

策などを整理するものです。 

 

２．内容 

（１）事業実施に伴う課題について 

  今後、計画を作成していくにあたり、以下のような課題が生じているものと考えます。 

① 主に定休日等を活用した現行の民間施設の受入れ体制では、市内及び近隣の民間施

設において全校分の受入れ枠を確保することが困難な状況となっている。 

② 人件費等の物価高騰などにより委託料の増大が見込まれる。また、送迎用のバス 

の借り上げ料についても、国の基準見直しにより大幅に高騰している。 

③ スタッフ派遣について、対応可能な民間企業が限られる他、スタッフ確保が困難で 

あることから、実施校数の増加が進んでいない。 

④ 民間活用の実施校と未実施校の間で、指導内容の差異などにより長期的に見て児童 

の泳力に差が生じることが懸念される。 
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（２）課題への対応について 

上記の課題を踏まえ、今後、以下のような内容について検討を進める予定です。 

・民間施設との協議により、現行の受入れ枠に加え、会員利用枠との調整などによる更

なる受け入れ枠の確保。 

・民間活力の活用も視野に、学校授業の受入れを優先的に行う新たな屋内プール施設の

整備の可能性の検討。 

・物価高騰の状況や、民間事業者の受入れ状況等に応じた、適正な委託料水準の検討と、

児童の泳力向上等の効果を踏まえた費用対効果の考え方の整理。 

 

また、計画が完成するまでの取り組みとして、以下のような内容も検討します。 

・限られた受入れ枠の中で、できるだけ多くの児童が一度は専門スタッフの指導を受け

ることができるよう、実施する学年を限定した取組み。 

・教員の水泳指導力の向上を図るとともに、人事異動等による他校への波及効果。 
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（３）当面の取り組みについて 

実証期間等の結果を踏まえ、本事業については今後も推進していく考えですが、計画作

成の期間を延長することから、令和６年度（2024 年度）は学校プールの老朽度が進行して

いる学校について拡大を図ります。 

また、計画作成にあたっては、上記の課題について、改めて事業者へのサウンディング

を行います。 

検討スケジュール（案） 

 令和６年度（2024 年度） 令和７年度（2025 年度） 

民間事業者へのサウンデ

ィング 

  
  

契約条件等の見直し等の

検討・契約締結 
 

 
  

今後の方向性の整理（計

画の策定） 

  
  

 

 

完成 課題整理・方向性とりまとめ 

引き続き拡大に向けた協議等 



5 
 

３．今後の予定 

  令和６年（2024 年）２月  教育子育て委員協議会で今後の方向性について意見聴取 

           ３月  定例月議会（当初予算計上予定） 

４月～ 委託業務発注 

 ５月～ 民間活力の活用による水泳授業の実施 

 

４．総合計画等における根拠・位置付け 

  総合計画  

   基本目標 一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 

   施策目標 16 子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち  

  枚方市教育振興基本計画 

   基本方策２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の充実 
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５．関係法令・条例等 

  学校教育法、学習指導要領 等 

 

６．事業費・財源及びコスト 

  ≪事業費≫ 総額 51,879 千円 令和６年度（2024 年度）当初予算計上予定 

        内訳 （水泳授業指導委託料） 49,074 千円 

           （送迎バス運行委託料）  2,805 千円 

  ≪財 源≫ 一般財源 
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（参考）水泳事業における民間活用実施校一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 樟葉北小は、１，２年のみバス使用。 

方式 小学校名 利用施設又は受託事業者名 移動方法 開始年度 

施設利用型 

山田 ビバスポーツアカデミー枚方 徒歩 R4～ 

殿山第一 ビバスポーツアカデミー枚方 バス R5～ 

殿山第二 牧野スポーツクラブ 徒歩 R4～ 

樟葉西 ビッグ・エスくずは 徒歩 R4～ 

蹉跎 コナミスポーツクラブ香里ケ丘 バス R4～ 

開成 コナミスポーツクラブ香里ケ丘 徒歩 R5～ 

田口山 コパンスイミングスクール長尾 バス R4～ 

枚方第二 枚方スイミングスクール 徒歩 R5～ 

樟葉南 くずはスイミングクラブ 徒歩 R5～ 

樟葉北 くずは男山スイミングスクール 徒歩※ R5～ 

スタッフ派遣型 氷室 シンコースポーツ株式会社 － R4～ 


